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などについて表 2 のような前提をおいている。 













表 2 システムの前提条件 
 
表 3 他システムとの比較 
 
 図 2 ロケーション状況入力画面 





























































































 場所：専修大学 生田キャンパス 
 出発点：1 号館ディスカッションスペース 

















twitter：  16 分 
避難経路の平均得点 
本システム：4.46  
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外部講師である X 先生は、2 号館の教室で一般教養の
講義を行なっていた。テストを予告していたということ
もあり、300 席ある教室は 9 割方埋まっていた。授業も
残り 30 分となったところで、大きな地震が発生した。 
X 先生の背後にあった黒板がうねるなど、非常に怖差を
感じたものの、X 先生は怪我をする事も無く、揺れは収
まった。 
教室内を見てみると、教室の後ろのほうで落ちてきた
天井にぶつかり怪我をした学生が目に入った。すぐに学
生のもとに向かい、周りにいた学生にも協力をあおぎ、
持っていたハンカチで止血処理を行なうなどしたが、ど
うにも助けが必要であった。また、他の学生をどこに避
難させればよいか、全くわからず、X 先生は困り果てて
しまった。 
 
・大学職員シナリオ 
大学職員で、総務課に勤める田中さんは、９号館にあ
る事務室で机に向かい、事務作業を行っていた。文章の
作成が終わりプリンターで印刷をかけるため机を離れよ
うとした時、大きな地震が発生した。誰かの叫び声、棚
から落ちてくるファイル類を見ながら、田中さんは必死
に机の下へ潜り込んだ。揺れが収まってなんとか机の下
から這い出ると、同僚の高橋さんが倒れてきたパイプで
頭を打ったらしく、打撲部から流れている血を手で押さ
えながら茫然としていた。田中さんはすぐに、机の上か
らティッシュ箱を取り出し、高橋さんにティッシュペー
パーを渡した。幸い、田中さんのいた事務室では高橋さ
ん以外けが人はおらず、高橋さんも意識ははっきりとし
ていた。高橋さんが「私は大丈夫です。」と言っているの
53 
で、田中さんは上司の渡辺さんに高橋さんを頼み、同僚
の加藤さんと学内を見て回ることにした。 
確実にけが人が出ていると思った田中さんは、ティッ
シュペーパーや事務室内にあった救急箱を持ち、キャン
パス内を歩いた。幸い、田中さんのいた校舎は新しく、
損傷もほとんど無かったため、けがをしている学生はほ
とんどいなかった。そのため、加藤さんと一緒に、エス
カレーターから落ちて骨折をしていた女子学生の救護を
行っていた。その後、応援に来た職員 7 人と一緒に、エ
レベーターホールで、転んですりむいた学生や、手に軽
いやけどを負った調理師の応急処置を行ったが、どれも
軽いけがであった。そのため、田中さんは少し落ち着き
はじめていた。 
しかし、別の校舎では、酷く損壊した校舎もあり、火
災も発生していた。田中さんがそれを知ったのは地震発
生から 20 分後の事であった。本来であれば、災害時に
内線電話等を使い、キャンパス内の被害が分かるはずで
あったが、内線電話のケーブルが倒壊した建物によって
遮断されていたのである。不運にも、職員が多く在籍す
る、田中さんの校舎の損傷が一番少なく、情報も入らな
かったため、多くの職員が大きく倒壊した校舎に向かわ
なかったのである。携帯電話からの連絡と、煙に気付き
すぐに 2 号館の方へ向かったが、すでに延焼被害も多く、
助けに入れない状態になっていた。 
 
・避難所シナリオ 
大学に近い場所に一戸建てを構え、奥さんと 2 人で暮
らしている横田さんは、二人とも趣味の庭いじりをして
いる最中に地震に遭い、庭にいた事、家が倒壊しなかっ
たことなどが幸いして、2 人とも怪我をする事もなく、
地震を乗り超えた。家が倒壊はしなかったものの、電気
や水道と言ったライフラインが遮断され、余震による被
害も怖いと考えた横田さんは、近所の大学に避難した。
しかし、避難所に集まる多くの人々、初めて来た複雑な
構造のキャンパスに、横田さんはただ人の流れにそって
行動する事しかできなく、人だかりや、良く聞こえない
アナウンスに疲れ果ててしまっていた。 
避難を始めて 2 日後、近所の奥山さんと偶然会い、話
をしていると、偶然、奥山さんが避難した教室は避難者
が割と少なく、人数調整で後から少し移動してきた人が
いるほどであったというのである。体も満足に横になる
事ができない場所で避難生活をしていた横田さんは、「も
っと早く知っていれば奥山さんがいる避難場所へ行った
のにな・・・。」と、ショックを受けた。 
 
・防災対策本部シナリオ 
大学職員で防災対策本部の一員である田中さんは、避
難所や救援物資の確保に奮闘していた。避難してくる人
が、予想より多かった事や、崩壊した 2 号館、状態の極
めて悪い 1 号館が避難所として使えないため、どの一時
避難場所も溢れんばかりの人だかりである。しかし、キ
ャンパス内を確認してみると、避難所指定をしていても、
入口から遠い教室など、数か所はガラガラに空いていた。
また、誘導の職員ですら、どの教室が空いているか把握
をしきれていなかった。防災倉庫に保管しておいた救援
物資や、届き始めている救援物資があるため、水や食料
などが著しく不足していると言う事は無かったが、救援
物資を配布する事に関して、防災対策本部は悩んでいた。 
小規模な避難所であれば、一か所で救援物資を配り、
配る際にアナウンスをすれば問題ないが、面積も避難人
口も多いキャンパス内の一か所だけで救援物資を配れば、
混乱を招きかねない。また、キャンパスの構造が複雑な
ため、学生以外の避難者は場所が分からず救援物資を取
りに行けない可能性が考えられた。また、騒がしい避難
所では、校内放送によって救援物資の配布をアナウンス
しても、聞き取りにくく、職員が拡声器を持って走りま
わっている。さらに、配布場所によって救援物資の過不
足の差が大きいのも、職員を悩ませていた。 
